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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

二
〇

一
、
前
言

　

楚
辞
九
歌
「
湘
夫
人
」
に
「
荒
忽
兮
遠
望
、
觀
流
水
兮
潺
湲
（
荒

忽
と
し
て
遠
く
望
み
、
流
水
の
潺
湲
た
る
を
觀
る
）」、
九
章
「
哀
郢
」

に「
顧
龍
門
而
不
見（
龍
門
を
顧
み
れ
ど
も
見
え
ず
）」の
句
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
句
中
に
見
え
る
「
望
」・「
観
」・「
顧
」・「
見
」
は
い
ず
れ

も
視
覚
的
動
作
を
表
す
。
楚
辞
に
は
、
視
覚
的
動
作
を
表
す
言
葉
と

し
て
他
に
も
「
覽
」・「
相
」・「
視
」・「
瞻
」・「
臨
」
な
ど
の
語
が
見

え
る
。
な
お
、こ
こ
で
「
視
覚
的
動
作
」
と
は
、「
目
の
動
き
に
よ
り
、

そ
の
対
象
に
意
識
を
向
け
る
行
為
」
と
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
語
が
示
す
視
覚
的
な
動
作
は
果
た
し
て
単
に
「
み
る
」

と
い
う
一
般
的
な
意
味
を
示
す
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

楚
辞
の
淵
源
は
、
宗
教
儀
礼
や
呪
術
的
な
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
文

辞
に
求
め
ら
れ
る
。そ
う
し
た
宗
教
的
な
”型
“を
基
盤
と
し
な
が
ら
、

創
意
を
加
え
改
修
し
、
文
学
作
品
へ
と
昇
華
さ
せ
た
の
が
楚
辞
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
動
作
表
現
に
用
い

ら
れ
た
呪
術
的
な
”型
“と
、
ま
た
、
そ
れ
が
作
品
に
い
か
な
る
意
味

を
付
与
し
て
い
る
の
か
で
あ
る
。

　

な
お
、「
目
」に
呪
力
の
存
在
を
認
め
る
考
え
は
、特
に「
邪
視
」「
邪

眼
」
と
し
て
、
世
界
各
地
に
見
ら
れ
、
中
国
に
お
い
て
も
存
在
す
る

よ
う
で
あ
る（

１
）。

　

本
来
な
ら
ば
、
楚
辞
に
見
え
る
全
て
の
視
覚
的
動
作
を
表
す
語
に

つ
い
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
度
に
全
て
を
扱
う
の
は
不

可
能
で
あ
る
。そ
こ
で
今
回
は
ひ
と
ま
ず
、最
も
多
く
登
場
す
る「
望
」

と
「
顧
」
の
語
を
も
と
に
考
察
を
行
う
。
な
お
、
扱
う
作
品
は
、
現

存
最
古
の
注
釈
で
あ
る
王
逸
注
で「
屈
原
作
」と
さ
れ
た
作
品
に
限
っ

た
。

　

テ
キ
ス
ト
は
『
屈
原
集
校
注
』（
金
開
誠
他
／
中
国
古
典
文
学
基

楚
辞
に
お
け
る
視
覚
的
動
作
と
そ
の
意
義
に
関
す
る
一
考
察

―

「
望
」・「
顧
」
を
中
心
に―

小　

笠　

原　

裕　

美
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楚
辞
に
お
け
る
視
覚
的
動
作
と
そ
の
意
義
に
関
す
る
一
考
察 

二
一

本
叢
書
／
中
華
書
局
／
一
九
九
六
年
八
月
第
一
版
）
を
使
用
し
、
解

釈
の
上
で
必
要
と
判
断
し
た
語
に
つ
い
て
は
校
記
を
参
考
に
改
め
た

部
分
が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
注
記
を
施
し
た
。
ま
た
、解
釈
に
あ
た
っ

て
は
王
逸
氏
『
楚
辭
章
句
』・
洪
興
祖
『
楚
辭
補
注
』・
朱
熹
『
楚
辭

集
注
』
を
中
心
に
、『
楚
辭
集
校
集
釋
』（
崔
富
章
・
李
大
明
主
编
／

楚
辭
学
文
庫
／
湖
北
教
育
出
版
社
／
二
〇
〇
三
年
五
月
）
で
諸
家
の

説
も
参
照
し
つ
つ
行
っ
た
。

二
、「
望
」
の
動
作
と
そ
の
意
義

　

屈
賦
中
、
名
詞
の
一
部
で
あ
る
場
合
を
除
く
「
望
」
の
用
例
を
大

別
す
る
と
、「
遠
望
」
の
意
で
の
用
例
と
、「
願
望
」
の
意
で
の
用
例

と
に
分
類
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
遠
望
」・「
願
望
」
の
両
義

を
兼
ね
る
例
も
存
在
す
る
。「
願
望
」
で
の
用
例
は
必
ず
し
も
視
覚

的
動
作
の
「
望
」
の
用
例
で
は
な
い
が
、「
望
」
の
語
の
派
生
的
な

意
味
と
し
て
見
て
お
く
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

更
に
、「
遠
望
」
の
用
例
は
、
そ
の
意
識
の
所
在
に
よ
っ
て
、「
楚

国
（
故
郷
）
を
望
む
動
作
」・「
神
々
を
望
む
動
作
」・「
賢
君
・
賢
者

を
望
む
動
作
」・「
そ
の
他
」
に
分
類
が
可
能
で
あ
る
。

　
「
望
」
が
「
楚
国
（
故
郷
）
を
望
む
動
作
」
と
解
せ
る
例
の
一
つ
に
、

九
章
「
悲
回
風
」
が
あ
る
。

　
　

登
石
巒
以
遠
望
兮　
　

路
眇
眇
之
默
默

入
景
響
之
無
應
兮　
　

聞
省
想
而
不
可
得

石
巒
に
登
り
て
以
て
遠
望
す
れ
ば
、路
眇
眇
と
し
て
默
默
た
り
。

景
響
の
應
無
き
に
入
り
、聞
く
こ
と
省
想
す
る
も
得
べ
か
ら
ず
。

　

王
逸
氏
の
注
に
「
昇
彼
高
山
、
瞰
楚
國
也
（
彼
の
高
山
に
昇
り
、

楚
國
を
瞰
す
る
な
り
）」
と
あ
る
。「
遠
望
」
の
直
後
に
見
え
る
「
路
」

と
は
故
郷
へ
至
る
路
を
指
す
。
石
巒
（
岩
山
）
に
登
り
、
遙
か
遠
い

路
を
望
み
や
る
作
者
の
心
に
去
来
す
る
の
は
故
郷
へ
の
思
い
で
あ

る
。
こ
こ
で
「
登
石
巒
以
遠
望
兮
」
の
句
は
、「
登
高
遠
望
」
詩
の

形
式
を
備
え
た
例
と
言
え
る
。

　

松
田
稔
氏
は
「
唐
の
登
高
詩
起
源
考
」（『
漢
文
學
會
々
報
』
第

二
十
一
輯
／
國
學
院
大
學
漢
文
學
會
／
昭
和
五
十
年
五
月
四
日
／

三
六
頁
〜
四
八
頁
）
で
次
の
様
に
述
べ
る
。

　
　

 

登
り
、
遠
く
望
み
見
る
、
即
ち
遠
望
と
い
う
型
の
詩
は
、
多
く

望
郷
、
ま
た
は
旧
都
へ
の
回
想
と
関
聯
し
て
叙
さ
れ
る
。
心
に

満
た
さ
れ
ぬ
も
の
を
持
つ
者
が
、
そ
の
満
た
さ
れ
ぬ
心
を
抱
い

て
山
に
登
り
、
思
う
人
・
も
の
・
と
こ
ろ
を
遠
望
す
る
と
い
う

行
為
は
、
心
の
安
ら
ぎ
を
得
よ
う
と
す
る
心
理
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

二
二

　
「
登
高
遠
望
」
を
詠
ず
る
詩
は
、
す
で
に
詩
経
の
中
に
も
見
え
、

松
田
氏
の
指
摘
す
る
特
徴
を
最
も
表
す
の
は
魏
風
「
陟

」
で
あ
ろ

う
。「
陟

」
で
は
、「
陟
彼

兮　

瞻
望
父
兮
（
彼
の

に
陟
り
、

父
を
瞻
望
す
）」・「
陟
彼

兮　

瞻
望
母
兮
（
彼
の

に
陟
り
て
、

母
を
瞻
望
す
）」・「
陟
彼
岡
兮　

瞻
望
兄
兮
（
彼
の
岡
に
陟
り
て
、

兄
を
瞻
望
す
）」
と
あ
り
、
こ
こ
で
、「
望
」
の
対
象
は
故
郷
に
い
る

父
母
や
兄
で
あ
り
、
望
郷
の
思
い
を
述
べ
た
と
解
せ
る
。

　

楚
辞
に
お
い
て
、「
陟

」
同
様
、「
登
高
遠
望
」
の
形
式
を
備
え
、

且
つ
望
郷
の
念
を
述
べ
た
と
認
め
得
る
句
は
、
前
掲
の
九
章
「
悲
囘

風
」
と
、「
哀
郢
」
に
見
え
る
。「
哀
郢
」
で
は
、
二
箇
所
に
「
望
」

の
語
が
用
い
ら
れ
る
。

　
　

發
郢
都
而
去
閭
兮　
　

荒
忽
其
焉
極

楫
齊
揚
以
容
與
兮　
　

哀
見
君
而
不
再
得

望
長
楸
而
太
息
兮　
　

涕
淫
淫
其
若
霰

過
夏
首
而
西
浮
兮　
　

顧
龍
門
而
不
見

心
嬋
媛
而
傷
懷
兮　
　

眇
不
知
其
所
蹠

（
中
略
）

羌
靈
魂
之
欲
歸
兮　
　

何
須
臾
而
忘
反

背
夏
浦
而
西
思
兮　
　

哀
故
都
之
日
遠

登
大
墳
以
遠
望
兮　
　

聊
以
舒
吾
憂
心

哀
州
土
之
平
樂
兮　
　

悲
江
介
之
遺
風

郢
都
を
發
し
て
閭
を
去
り
、
荒
忽
と
し
て
其
れ
焉
く
ん
ぞ
極
ま

ら
ん
。

楫
齊
し
く
揚
げ
て
以
て
容
與
し
、
君
に
見
え
ん
と
し
て
再
び
は

得
ざ
ら
ん
こ
と
を
哀
し
む
。

長
楸
を
望
ん
で
太
息
し
、
涕
淫
淫
と
し
て
其
れ
霰
の
若
し
。　

夏
首
を
過
ぎ
て
西
に
浮
か
び
、
龍
門
を
顧
み
れ
ど
も
見
え
ず
。

（
中
略
）

羌
、
靈
魂
の
歸
ら
ん
と
欲
す
る
、
何
ぞ
須
臾
も
反
る
を
忘
れ
ん
。

夏
浦
を
背
に
し
て
西
思
し
、故
都
の
日
に
遠
ざ
か
る
を
哀
し
む
。

大
墳
に
登
り
て
以
て
遠
望
し
、
聊
く
以
て
吾
が
憂
心
を
舒
ぶ
。

州
土
の
平
樂
を
哀
し
み
、
江
介
の
遺
風
を
悲
し
む
。

　
「
登
大
墳
以
遠
望
兮　

聊
以
舒
吾
憂
心
」
に
お
け
る
「
大
墳
」
は
、

藤
野
岩
友
博
士
が
「
大
き
な
堤
防
」
と
解
さ
れ
る
の
に
従
う
。
大
き

な
堤
防
に
の
ぼ
っ
て
遙
か
に
望
む
作
者
の
心
に
浮
か
ぶ
の
は
、「
郢

都
」
で
あ
る
。
懐
か
し
い
故
郷
の
方
を
眺
め
や
り
、
憂
え
る
己
の
心

を
慰
め
る
。
山
で
は
な
い
も
の
の
、
高
所
に
登
っ
て
遠
望
す
る
「
登

高
遠
望
」
の
形
式
を
備
え
、
更
に
望
郷
の
念
を
述
べ
た
例
と
見
な
せ

よ
う
。

　

一
方
、「
望
長
楸
而
太
息
兮
」
の
句
に
つ
い
て
は
、「
登
高
」
で
あ
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楚
辞
に
お
け
る
視
覚
的
動
作
と
そ
の
意
義
に
関
す
る
一
考
察 

二
三

る
か
否
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
だ
が
、「
長
楸
」
の
語
に
つ
い
て
、

王
逸
氏
は「
長
楸
、大
梓
。（
中
略
）言
己
顧
望
楚
都
、見
其
大
道
長
樹
、

悲
而
太
息
（
長
楸
は
、
大
梓
な
り
。（
中
略
）
言
ふ
こ
こ
ろ
は
己
楚

の
都
を
顧
望
し
、
其
の
大
道
の
長
樹
を
見
、
悲
し
み
て
太
息
す
る
な

り
）」
と
注
し
、「
長
楸
」
が
楚
の
大
道
に
植
え
ら
れ
た
道
を
示
す
た

め
の
大
樹
で
あ
る
と
解
す
る
。

　

一
方
、
汪
瑗
氏
は
「
長
楸
」
を
「
墳
墓
の
上
に
植
え
た
木
」
と
し

た
上
で
、「
其
情
之
愈
哀
愈
甚
者
、蓋
古
人
去
國
、則
哭
于
墓
而
後
行
、

哀
墓
之
無
主
也
（
其
の
情
の
愈
〻
哀
し
み
愈
〻
甚
だ
し
き
は
、
蓋
し

古
人
國
を
去
れ
ば
、
則
ち
墓
に
哭
し
て
後
に
行
き
、
墓
の
主
無
き
を

悲
し
む
な
り
）」
と
注
す
る
。
こ
れ
は
、
長
楸
を
見
て
「
太
息
」
し
、

「
涕
」を
こ
ぼ
す
所
以
に
対
す
る
言
及
で
あ
る
。『
禮
記
』巻
第
十「
檀

弓
下
」
に
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　

 

子
路
去
魯
、謂
顏
淵
曰
、「
何
以
贈
我
。」曰
、「
吾
聞
之
也
。
去
國
、

則
哭
于
墓
而
后
行
。
反
其
國
、
不
哭
展
墓
而
入
。」

子
路
魯
を
去
る
に
、
顏
淵
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、「
何
を
以
て
か

我
に
贈
ら
ん
。」
と
。
曰
は
く
、「
吾
之
を
聞
く
。
國
を
去
る
と

き
、
則
ち
墓
に
哭
し
て
后
に
行
く
。
其
の
國
に
反
れ
ば
、
哭
せ

ず
し
て
墓
を
展
め
て
入
る
。」
と
。

　

国
を
去
る
際
に
は
、
墓
に
哭
し
て
別
れ
を
告
げ
て
か
ら
行
き
、
戻

る
際
に
は
哭
せ
ず
、
墓
参
だ
け
し
て
入
る
の
だ
と
い
う
。
や
む
な
く

故
郷
を
去
る
作
者
は
、
そ
の
よ
う
に
別
れ
を
告
げ
て
き
た
墓
に
植
え

ら
れ
た
「
長
楸
」
を
望
ん
で
思
い
を
は
せ
、
涙
し
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
こ
で
「
長
楸
」
は
、
故
郷
の
象
徴
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、「
望
長
楸
而
太
息
兮
」
の
句
は
、登
高
で
は
な
い
も
の
の
、

故
郷
を
象
徴
す
る
事
物
を
遠
望
し
、
望
郷
の
思
い
を
叙
す
点
に
お
い

て
共
通
す
る
。

　

同
様
に
九
章
の
「
抽
思
」
も
、
登
高
で
は
な
い
が
、
山
川
を
遠
望

す
る
動
作
と
共
に
、
故
郷
を
遠
く
離
れ
た
哀
し
み
を
語
る
。

　
　

倡
曰

有
鳥
自
南
兮　
　
　

來
集
漢
北

好

佳
麗
兮　
　
　

牉
獨
處
此
異
域

既
惸
獨
而
不
羣
兮　

又
無
良
媒
在
其
側

道
卓
遠
而
日
忘
兮　

願
自
申
而
不
得

望
北
山
而
流
涕
兮　

臨
流
水
而
太
息

倡
に
曰
は
く
、

鳥
有
り
南
よ
り
し
、
來
た
り
て
漢
北
に
集
ま
る
。

好

佳
麗
、
牉
れ
て
獨
り
此
の
異
域
に
處
る
。

既
に
惸
獨
に
し
て
羣
せ
ず
、又
た
良
媒
の
其
の
側
に
在
る
無
し
。
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

二
四

道　

卓
遠
に
し
て
日
に
忘
れ
ら
れ
、
自
ら
申
べ
ん
と
願
ふ
も
得

ず
。

北
山
を
望
ん
で
流
涕
し
、
流
水
に
臨
ん
で
太
息
す
。

　
「
獨
處
此
異
域
」
と
述
べ
る
作
者
は
、
北
山
を
望
み
見
て
は
涙
を

流
し
、
ま
た
流
水
に
臨
ん
で
は
溜
息
を
つ
く
。

　
「
望
」
の
語
に
つ
い
て
、
姜
亮
夫
氏
は
「
望
者
、
遠
而
望
之
、
想

像
而
望
之
（
望
は
、
遠
く
し
て
之
を
望
み
、
想
像
し
て
之
を
望
む
な

り
）」
と
述
べ
る
。「
望
」
の
語
が
、
遠
く
に
あ
る
た
め
に
、
実
際
に

は
見
え
な
い
対
象
を
想
像
し
て
み
る
動
作
だ
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
、
空
間
的
な
問
題
だ
け
で
は
無
く
、
神
の
よ
う
な
、

通
常
で
は
不
可
視
の
存
在
を
見
よ
う
と
す
る
際
の
動
作
で
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
楚
辞
で
は
、
山
川
を
遠
望
す
る
形
式
で
、
意
識
と
し

て
は
神
々
を
望
み
見
よ
う
と
す
る
動
作
と
し
て
「
望
」
を
用
い
る
例

が
あ
る
。

　

山
川
を
遠
望
す
る
行
為
に
つ
い
て
、
先
に
あ
げ
た
登
高
遠
望
詩
の

ほ
か
に
、『
尚
書
』・『
儀
禮
』
等
の
経
書
に
見
え
る
山
川
を
祭
る
望

祭
と
の
関
連
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

山
川
を
遠
望
す
る
と
は
、
対
象
が
巨
大
な
た
め
で
あ
り
、
遠
望
し

て
そ
れ
を
視
界
に
お
さ
め
る
こ
と
で
、
何
ら
か
の
呪
的
な
効
果
を
意

図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
望
」
の
対
象
も
、
実
際
に
お
い

て
は
「
山
川
そ
の
も
の
」
で
は
あ
ろ
う
が
、そ
こ
に
は
「
山
川
の
神
」

と
い
っ
た
存
在
も
観
念
さ
れ
た
だ
ろ
う
。

　

次
に
挙
げ
る
の
は
、
九
歌
「
湘
君
」
の
一
節
で
あ
る
。

　
　

望

陽
兮
極
浦　
　

横
大
江
兮
揚
靈

揚
靈
兮
未
極　
　
　

女
嬋
媛
兮
爲
余
太
息

橫
流
涕
兮
潺
湲　
　

隱
思
君
兮
陫
側

陽
の
極
浦
を
望
め
ば
、
大
江
に
横
た
は
り
て
靈
を
揚
ぐ
。

靈
を
揚
げ
て
未
だ
極
ま
ら
ざ
る
に
、
女
嬋
媛
と
し
て
余
が
爲
に

太
息
す
。

涕
を
橫
流
し
て
潺
湲
た
り
、
君
を
隱
み
思
ひ
て
陫
側
た
り
。

　

こ
こ
で
は
、
長
江
の
曲
岸
か
ら
遥
か
に
遠
い
水
際
を
望
む
、
と
い

う
形
で
「
望
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
見
て
い
る
の
は
実

際
に
は
「
極
浦
」
で
あ
る
が
、
意
識
は
水
の
神
た
る
「
湘
君
」
に
あ

る
。
同
様
の
形
式
を
備
え
る
の
が
九
歌
「
湘
夫
人
」
で
あ
る
。

　
　

帝
子
降
兮
北
渚　
　
　

目
眇
眇
兮
愁
予

嫋
嫋
兮
秋
風　
　
　
　

洞
庭
波
兮
木
葉
下

登
白

兮
騁
望（

２
）　

　
　

與
佳
期
兮
夕
張

帝
子
北
渚
に
降
る
、
目
眇
眇
と
し
て
予
を
愁
へ
し
む
。
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楚
辞
に
お
け
る
視
覚
的
動
作
と
そ
の
意
義
に
関
す
る
一
考
察 

二
五

嫋
嫋
た
る
秋
風
、
洞
庭
波
た
ち
木
葉
下
つ
。

白

に
登
り
て
望
み
を
騁
せ
、
佳
と
期
し
て
夕
べ
に
張
ら
ん
と

す
。

　

こ
こ
で
「
望
」
は
、「
白

の
上
を
踏
み
歩
き
な
が
ら
遠
望
」
す

る
形
で
見
え
る
。
そ
の
対
象
は
「
洞
庭
湖
」
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
こ

に
お
わ
す
帝
子
（
湘
夫
人
）
で
あ
る
。
な
お
、「
湘
夫
人
」
は
下
文

に
も
「
望
」
の
語
が
見
え
る
。

　
　

沅
有

兮
醴
有
蘭　
　

思
公
子
兮
未
敢
言

荒
忽
兮
遠
望　
　
　
　

觀
流
水
兮
潺
湲

沅
に

有
り
醴
に
蘭
有
り
、
公
子
を
思
へ
ど
も
未
だ
敢
へ
て
言

は
ず
。

荒
忽
と
し
て
遠
望
す
れ
ば
、
流
水
の
潺
湲
た
る
を
觀
る
。

　

こ
こ
で
「
公
子
」
と
は
「
帝
子
」
同
様
、「
湘
夫
人
」
を
指
す
。

湘
夫
人
を
思
え
ど
も
そ
れ
を
口
に
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、「
荒
忽
兮

遠
望
」
と
続
く
が
、
こ
こ
に
「
望
」
の
語
と
と
も
に
「
荒
忽
」
の
語

が
見
え
る
の
に
注
目
し
た
い
。

　
「
荒
忽
」
の
語
は
、
楚
辞
中
頻
出
の
語
で
、『
楚
辞
学
通
典
』「
三

　

詞
語
」
に
も
「
一
二
八　

荒
忽
」
と
し
て
項
目
が
立
て
ら
れ
、「
若

存
若
止
、
若
有
若
无
之
貌
。
为
南
楚
方
言
（
あ
る
よ
う
で
あ
り
と
ど

ま
る
よ
う
で
あ
り
、
あ
る
よ
う
で
あ
り
な
い
よ
う
で
あ
る
さ
ま
。
楚

の
方
言
）」
と
説
明
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
荒
忽
」
と
は
「
は
っ
き
り

し
な
い
さ
ま
」
を
表
し
た
言
葉
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
語
順
が

逆
と
な
っ
た
「
忽
荒
」
と
い
う
語
も
挙
げ
ら
れ
、「
即
荒
忽
、
隐
约

不
明
之
意
。
南
楚
方
言
词
（
即
ち
「
荒
忽
」。
か
す
か
で
は
っ
き
り

し
な
い
意
。
楚
の
方
言
）」
と
説
明
さ
れ
る
。

　

王
逸
氏
は
「
湘
夫
人
」
の
姿
が
「
荒
忽
」
で
あ
る
と
解
す
る
。
朱

熹
氏
は
、「
思
之
之
切
、
至
於
荒
忽
而
起
望
（
之
を
思
ふ
こ
と
の
切
、

荒
忽
に
至
り
て
起
ち
て
望
む
）」
と
あ
り
、
作
者
の
精
神
状
態
を
表

す
語
と
し
て
解
す
る
よ
う
で
あ
る
。
蔣
驥
氏
は
「
荒
忽
、
思
極
而
神

迷
也
（
荒
忽
、
思
ひ
極
ま
り
て
神
迷
ふ
な
り
）」
と
注
す
る
。
蔣
驥

氏
に
従
え
ば
、「
荒
忽
」
と
は
、
湘
夫
人
の
姿
が
「
荒
忽
」
な
の
で

は
な
く
、湘
夫
人
の
訪
れ
を
待
ち
望
む
「
予
」
の
精
神
の
状
態
が
「
荒

忽
」
で
あ
る
と
解
せ
る
。
こ
こ
で
「
荒
忽
」
と
は
、
神
霊
と
の
交
感

の
際
の
昂
揚
し
た
精
神
状
態
を
表
す
語
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
禮
記
』卷
四
十
七「
祭
義
第
二
十
四（

３
）」に

、次
の
様
な
記
事
が
あ
る
。

　
　

 
薦
其
薦
俎
、
序
其
禮
樂
、
備
其
百
官
、
奉
承
而
進
之
、
於
是
諭

其
志
意
、
以
其
慌
惚
、
以
與
神
明
交
。
庶
或
饗
之
。
庶
或
饗
之
、

孝
子
之
志
也
。
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六
十
二
輯 

二
六

其
の
薦
俎
を
薦
め
、
其
の
禮
樂
を
序
し
、
其
の
百
官
を
備
へ
、

奉
承
し
て
之
を
進
め
、
是
に
於
い
て
其
の
志
意
を
諭
し
、
其
の

慌
惚
を
以
て
、
以
て
神
明
と
交
は
る
。
之
を
饗
く
る
或
ら
ん
こ

と
を
庶
ふ
。
之
を
饗
く
る
或
ら
ん
こ
と
を
庶
ふ
は
、
孝
子
の
志

な
り
。

　

こ
こ
で「
恍
惚
」と
は
、「
荒
忽
」と
同
じ
で
あ
る
。「
以
與
神
明
交
」

と
あ
り
、「
恍
惚
」
が
祭
者
の
精
神
状
態
を
表
す
語
で
あ
る
と
わ
か

る
。
こ
の
「
荒
忽
」
の
語
は
、
他
に
「
遠
遊
」
に
も
「
意
荒
忽
而
流

蕩
兮　

心
愁
悽
而
増
悲
（
意
は
荒
忽
と
し
て
流
蕩
し
、
心
は
愁
悽
し

て
増
す
悲
し
む
）」
と
あ
り
、「
荒
忽
」
が
精
神
の
動
揺
を
述
べ
る
言

葉
と
し
て
も
見
え
る
。
そ
の
動
揺
の
極
ま
っ
た
形
が
「
流
蕩
」
で
あ

り
、
精
神
の
動
揺
が
極
ま
っ
た
結
果
、
脱
魂
状
態
に
至
る
。
そ
れ
を

言
う
の
が
下
文
の
「
神

忽
而
不
反
兮　

形
枯
槁
而
獨
留
（
神

忽

と
し
て
反
ら
ず
、
形
枯
槁
し
て
獨
り
留
ま
る
）」
で
あ
る
。

　

ま
た
、九
歌
「
湘
君
」
に
「
望
夫
君
兮
未
來
」、「
少
司
命
」
に
「
望

美
人
兮
未
來
」
と
、
よ
く
似
た
句
が
存
在
す
る
。

　
　

令
沅
湘
兮
無
波　
　

使
江
水
兮
安
流

望
夫
君
兮
未
來　
　

吹
參
差
兮
誰
思

沅
湘
を
し
て
波
無
か
ら
し
め
、
江
水
を
し
て
安
流
せ
し
め
ん
。

夫
の
君
を
望
め
ど
も
未
だ
來
た
ら
ず
、
參
差
を
吹
い
て
誰
を
か

思
は
ん
。

　
　

與
女
沐
兮
咸
池　
　

晞
女
髮
兮
陽
之
阿

望
美
人
兮
未
來　
　

臨
風
怳
兮
浩
歌

女
と
咸
池
に
沐
し
、
女
の
髮
を
陽
の
阿
に
晞
か
さ
ん
と
す
。

美
人
を
望
め
ど
も
未
だ
來
た
ら
ず
、
風
に
臨
み
て
怳
と
し
て
浩

歌
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
、「
夫
君
」・「
美
人
」
を
「
遠
望
」
し
よ
う
と
す
る
動

作
と
も
、
そ
の
訪
れ
を
「
待
望
」
す
る
動
作
と
も
解
せ
よ
う
。

　

朱
熹
氏
は
「
湘
君
」
に
「
言
旣
設
祭
祀
、使
巫
呼
請
、而
未
肯
來
也
。

…
望
湘
君
而
未
來
、
故
吹
簫
以
思
之
也
（
言
ふ
こ
こ
ろ
は
旣
に
祭
祀

を
設
け
、
巫
を
し
て
呼
請
せ
し
め
、
而
る
に
未
だ
來
た
る
を
肯
ん
ぜ

ざ
る
な
り
。
…
湘
君
を
望
め
ど
も
未
だ
來
た
ら
ず
、
故
に
簫
を
吹
き

て
以
て
之
を
思
ふ
な
り
）」
と
し
、王
夫
之
氏
は
「
吹
之
以
迎
神
。
沅
・

湘
在
楚
南
、
故
望
之
而
未
即
來
。
誰
思
、
謂
非
思
夫
君
而
誰
思
（
之

を
吹
き
て
以
て
神
を
迎
ふ
。
沅
・
湘
は
楚
の
南
に
在
り
、
故
に
之
を

望
め
ど
も
未
だ
即
ち
來
た
ら
ず
。「
誰
思
」
と
は
、
夫
の
君
を
思
ふ

に
非
ず
し
て
誰
を
か
思
は
ん
こ
と
を
謂
ふ
）」
と
注
す
る
。
こ
れ
に

従
う
と
、か
の
君
（
湘
君
）
を
望
も
う
と
し
て
も
い
ま
だ
い
ら
っ
し
ゃ
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二
七

ら
な
い
。
そ
こ
で
、
簫
の
笛
（
參
差
）
を
吹
い
て
湘
君
を
お
迎
え
す

る
。（
そ
の
よ
う
な
時
に
、）
あ
の
お
方
を
思
わ
ず
し
て
、
他
に
誰
を

思
う
だ
ろ
う
か
、
と
解
せ
る
。
こ
こ
で
「
參
差
」
は
、
湘
君
を
お
迎

え
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
。
音
楽
あ
る
い
は
歌
で
も
っ
て
神
の
訪

れ
を
願
う
の
は
、「
少
司
命
」
も
同
様
で
あ
る
。

　
「
少
司
命
」
の
注
に
、
王
逸
氏
は
「
言
己
思
望
司
命
、
而
未
肯
來
、

臨
疾
風
而
大
歌
、
冀
神
聞
之
而
來
至
也
。（
言
ふ
こ
こ
ろ
は
己
司
命

を
思
望
し
、
而
る
に
未
だ
來
る
を
肯
ん
ぜ
ず
、
疾
風
に
臨
み
て
大
歌

し
、
神
の
之
を
聞
き
て
來
た
り
至
る
を
冀
ふ
な
り
）」
と
注
す
る
。

楽
器
で
の
演
奏
や
舞
等
が
、
神
の
心
を
動
か
し
楽
し
ま
せ
る
力
の
あ

る
と
考
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、「
東
皇
太
一
」・「
東
君
」
等

の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
演
奏
す
る
側
に
も
精

神
的
な
作
用
が
働
く
だ
ろ
う
。「
怳
」
を
、
朱
熹
氏
は
「
怳
然
」
と

注
す
る
が
、「
荒
忽
」
と
同
様
の
意
味
と
し
て
解
し
て
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
お
そ
ら
く
、
こ
こ
で
「
怳
」
と
は
「
浩
歌
」
す
る
際
の
心

境
で
あ
る
が
、
歌
を
歌
う
事
に
よ
っ
て
、
己
の
精
神
へ
働
き
か
け
た

の
だ
と
も
解
せ
よ
う
。
そ
れ
は
、
よ
り
神
と
の
交
渉
を
容
易
に
す
る

た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

よ
っ
て
、「
湘
君
」
の
「
吹
參
差
兮
誰
思
」
や
、「
少
司
命
」
の
「
臨

風
怳
兮
浩
歌
」
な
ど
は
、
そ
の
訪
れ
を
期
待
し
、
こ
れ
を
望
み
見
よ

う
と
し
て
も
現
れ
ぬ
神
を
呼
び
寄
せ
る
た
め
、
一
方
で
己
の
精
神
に

働
き
か
け
て
、
よ
り
神
と
の
交
渉
を
容
易
に
さ
せ
る
た
め
、
音
楽
の

力
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
湘
君
」・「
少
司
命
」
の
「
望
」
の
用
例
は
、
具
体
的
に
「
見
る
」

動
作
と
い
う
よ
り
は
、「
見
た
い
」と
い
う
意
識
の
面
に
重
点
が
あ
る
。

だ
が
、
心
に
思
い
描
く
対
象
の
姿
を
見
よ
う
と
、
そ
の
対
象
の
存
在

す
る
方
を
望
み
見
る
行
為
を
「
望
」
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
二
つ
の
例

を
視
覚
的
動
作
の
「
望
」
と
し
て
考
え
て
問
題
は
無
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
精
神
の
昂
揚
は
、
音
楽
の
力
に
よ
る
だ
け
で
は
無
く
、
山

な
ど
の
高
所
に
登
り
、
そ
の
開
け
た
眺
望
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。「
河
伯
」
に
、
次
の
一
節
が
あ
る
。

　
　

與
女
遊
兮
九
河　
　

衝
風
起
兮
橫
波
。

乘
水
車
兮
荷
蓋　
　

駕
兩
龍
兮
驂
螭
。

登
崑
崙
兮
四
望　
　

心
飛
揚
兮
浩
蕩
。

日
將
暮
兮
悵
忘
歸　

惟
極
浦
兮
寤
懷
。

女
と
九
河
に
遊
ば
ん
と
す
れ
ば
、
衝
風
起
り
て
波
を
橫
た
ふ
。

水
車
に
乘
り
荷
蓋
を
し
、
兩
龍
に
駕
し
て
螭
を
驂
に
す
。

崑
崙
に
登
り
て
四
望
す
れ
ば
、
心
飛
揚
し
て
浩
蕩
た
り
。

日
將
に
暮
れ
ん
と
し
て
悵
と
し
て
歸
る
を
忘
る
、　

極
浦
を
惟

ひ
て
寤
め
て
懷
ふ
。
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二
八

　
「
女
」
と
は
河
の
神
「
河
伯
」
を
指
す
。「
心
飛
揚
兮
浩
蕩
」
と
は
、

「
登
崑
崙
兮
四
望
」
の
結
果
、
眺
望
が
開
け
た
感
慨
を
叙
し
た
の
だ

ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
無
く
、
精
神
が
昂
揚
し
た
結
果
、

心
に
思
い
慕
う
河
伯
の
元
へ
と
心
が
馳
せ
行
く
、
脱
魂
を
述
べ
た
句

と
解
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
思
い
慕
う
対
象
の
元
へ
と
魂
の
み
が
馳

せ
ゆ
く
こ
と
は
「
抽
思
」
に
も
「
魂
一
夕
而
九
逝
（
魂
一
夕
に
し
て

九
逝
す
）」
と
あ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。「
寤
」
と
あ
る
の
は
、
脱
魂

状
態
か
ら
戻
っ
た
こ
と
を
指
し
、「
懐
」
と
は
、
脱
魂
状
態
か
ら
戻
っ

て
も
な
お
河
伯
を
思
い
慕
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
河
伯
」
で
は
、「
衝

風
起
兮
橫
波
」・「
流

紛
兮
将
來
下
」
と
「
水
」
が
水
神
で
あ
る
河

伯
と
の
恋
路
の
障
害
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
ま
た
、
下
文
に
「
靈
何

爲
兮
水
中
」
と
も
あ
る
。
河
伯
と
の
神
婚
の
成
就
に
は
「
水
」
の
障

害
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
手
段
が
「
脱
魂
」
な
の
で
は

な
い
か
。

　

な
お
、
詩
経
に
お
い
て
、「
望
」
は
し
ば
し
ば
そ
の
場
に
は
い
な

い
存
在
を
望
み
見
よ
う
と
す
る
動
作
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
だ
が
、

そ
の
対
象
は
、恋
い
慕
う
男（
衛
風「
氓
」）や
、我
が
子（
衛
風「
河
廣
」）

な
ど
で
あ
る
。
神
を
望
み
見
よ
う
と
す
る
動
作
で
の
「
望
」
の
例
は

詩
経
に
は
存
在
せ
ず
、
こ
れ
ら
は
宗
教
儀
礼
や
呪
術
的
な
儀
式
に
用

い
ら
れ
た
文
辞
を
そ
の
淵
源
と
す
る
楚
辞
に
特
徴
的
な
例
と
言
え
よ

う
。

　

こ
こ
ま
で
、
空
間
的
な
隔
た
り
の
た
め
、
あ
る
い
は
通
常
で
は
不

可
視
の
存
在
で
あ
る
が
故
に
視
認
の
で
き
ぬ
対
象
を
望
み
見
よ
う
と

す
る
動
作
と
し
て
の
「
望
」
の
例
を
論
じ
た
。
い
ず
れ
も
、
そ
の
対

象
は
、
故
郷
や
神
な
ど
、
概
ね
「
望
」
の
主
体
に
と
っ
て
好
ま
し
い
・

慕
わ
し
い
存
在
で
あ
る
。
楚
辞
に
お
い
て
は
ま
た
、「
賢
君
」・「
賢
者
」

な
ど
も
「
望
」
の
対
象
と
し
て
詠
じ
ら
れ
る
。

　
「
離
騷
」
に
、「
望
瑶
臺
之
偃
蹇
兮　

見
有

之
佚
女
（
瑶
臺
の
偃

蹇
た
る
を
望
み
、
有

の
佚
女
を
見
る
）」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
「
有

之
佚
女
（
簡
狄
）」
は
、「
貞
賢
」
の
比
喩
で
あ
る
。
己
と
心
を
同

じ
く
す
る
人
物
を
求
め
る
神
遊
の
中
で
の
「
望
瑶
臺
之
偃
蹇
兮
」
と

は
、
そ
の
よ
う
な
存
在
を
探
す
た
め
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
九

章
「
悲
回
風
」
に
、
次
の
一
節
が
あ
る
。

　
　

浮
江
・
淮
而
入
海
兮　
　

從
子
胥
而
自
適

望
大
河
之
洲
渚
兮　
　
　

悲
申
徒
之
抗
迹

驟
諫
君
而
不
聽
兮　
　
　

任
重
石
之
何
益

心
絓
結
而
不
解
兮　
　
　

思
蹇
産
而
不
釋

江
・
淮
に
浮
か
び
て
海
に
入
り
、
子
胥
に
從
ひ
て
自
ら
適
す
。

大
河
の
洲
渚
を
望
み
、
申
徒
の
抗
迹
を
悲
し
む
。

驟
〻
君
を
諫
め
て
聽
か
れ
ず
、
重
石
を
任
ふ
も
何
ぞ
益
せ
ん
。

心
絓
結
し
て
解
け
ず
、
思
ひ
蹇
産
と
し
て
釋
け
ず
。
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九

　

こ
こ
で
「
望
」
は
「
大
河
之
洲
渚
」
を
望
む
、
と
い
う
形
で
見
え

る
。
そ
の
意
識
は
「
申
徒
」
な
ど
の
昔
の
忠
臣
の
存
在
に
あ
る
。
申

徒
狄
が
投
身
し
た
と
い
う
黄
河
（
大
河
）
を
望
ん
で
、
現
在
こ
こ
に

は
存
在
し
な
い
「
賢
人
」
を
想
起
し
た
の
で
あ
る
。

　

同
じ
く
九
章
「
抽
思
」
中
の
「
望
三
五
以
爲
像
兮　

指
彭
咸
以
爲

儀
（
三
五
を
望
ん
で
以
て
像
と
爲
し
、
彭
咸
を
指
し
て
以
て
儀
と
爲

す
）」、「
三
五
」・「
彭
咸
」
は
い
ず
れ
も
古
の
聖
賢
を
指
す
語
で
あ
る
。

そ
の
姿
や
行
い
を
実
際
に
目
で
み
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
の
だ
が
、
そ

の
行
い
の
跡
を
望
み
見
て
我
が
君
の
手
本
と
し
、「
彭
咸
」
を
指
し

て
己
の
手
本
と
し
よ
う
と
い
う
の
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
、
空
間
的
・
時
間
的
な
隔
た
り
や
、
神
霊
な
ど
の
通
常

で
は
不
可
視
の
存
在
を
望
み
見
よ
う
と
す
る
動
作
が
「
望
」
で
あ
る

と
論
じ
て
き
た
。
そ
し
て
、
し
ば
し
ば
悲
哀
と
共
に
語
ら
れ
る
。
そ

れ
は
、
心
に
思
い
描
く
対
象
へ
の
痛
切
な
思
い
と
、
望
み
見
よ
う
と

し
て
も
実
際
に
は
見
る
こ
と
の
叶
わ
ぬ
対
象
へ
の
、
そ
し
て
、
そ
の

事
実
と
向
か
い
合
う
と
き
の
深
い
悲
哀
で
あ
ろ
う
。

　

九
章
「
抽
思
」
中
の
「
望
三
五
以
爲
像
兮　

指
彭
咸
以
爲
儀
」
は
、

「
望
」の
対
象
が「
古
の
聖
賢
の
行
い
の
跡
」と
、や
や
抽
象
的
に
な
っ

た
例
で
あ
る
。
具
体
的
な
事
物
を
「
み
る
」
と
い
う
視
覚
的
動
作
の

「
望
」か
ら
、さ
ら
に「
望
」の
対
象
が
自
分
の
思
い
描
く
状
態
に
な
っ

て
欲
し
い
と
い
う
意
識
が
高
ま
り
、「
願
望
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ

た
の
が
「
抽
思
」
の
「
望
孟
夏
之
短
夜
兮　

何
晦
明
之
若
歳　

惟
郢

路
之
遼
遠
兮　

魂
一
夕
而
九
逝
（
孟
夏
の
短
夜
を
望
む
に
、
何
ぞ
晦

明
の
歳
の
若
く
な
る
。
惟
れ
郢
路
の
遼
遠
な
る
、
魂
一
夕
に
し
て
九

逝
す
）」
で
あ
ろ
う
。　

三
、「
顧
」
の
動
作
と
そ
の
意
義

　

楚
辞
に
お
け
る
「
顧
」
の
動
作
に
は
、「
反
顧
」
と
「
顧
慮
」
の

二
つ
に
大
別
で
き
る
。
前
者
の
「
反
顧
」
は
実
体
と
し
て
存
在
す
る

事
物
を
振
り
返
り
見
る
視
覚
的
動
作
で
あ
り
、「
顧
慮
」
は
、
対
象

を
気
に
掛
け
、
心
配
す
る
と
い
う
意
識
面
に
重
点
の
あ
る
心
理
的
動

作
で
あ
る
。
詩
経
に
お
い
て
は

風
「
日
月
」
の
「
胡
能
有
定　

寧

不
我
顧
（
胡
ぞ
能
く
定
ま
る
有
ら
ん
や　

寧
ぞ
我
を
顧
み
ざ
る
）」、

小
雅
「
蓼
莪
」
の
「
我
顧
我
復　

出
入
腹
我
（
我
を
顧
み
我
を
復
し
、

出
入
我
を
腹
く
）」
な
ど
、
圧
倒
的
に
「
顧
慮
」
の
意
で
の
用
例
が

多
い
。
ま
た
、
楚
辞
に
お
い
て
は
動
作
の
主
体
が
作
者
、
或
い
は
一

人
称
で
表
現
さ
れ
る
人
物
な
ど
で
あ
る
の
に
対
し
、
詩
経
で
は
、
他

者
の
「
顧
」
の
動
作
を
一
人
称
で
表
現
さ
れ
る
人
物
が
受
け
る
形
で

使
用
さ
れ
る
例
が
多
い
。

　

楚
辞
に
お
い
て
「
反
顧
」
の
動
作
と
し
て
認
め
得
る
「
顧
」
の
用

例
に
お
い
て
概
ね
共
通
す
る
の
は
、「
移
動
の
際
に
見
ら
れ
る
動
作
」
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で
あ
る
点
、「
顧
」
の
対
象
が
「
故
郷
」
で
あ
る
点
、「
悲
し
み
を
深

め
る
」
場
面
に
多
い
点
で
あ
る
。

　

前
掲
九
章
「
哀
郢
」
に
「
望
長
楸
而
太
息
兮　

涕
淫
淫
其
若
霰　

過
夏
首
而
西
浮
兮　

顧
龍
門
而
不
見
」
と
あ
っ
た
が
、こ
こ
で
「
顧
」

の
語
が
見
え
る
。
そ
の
前
後
に
、「
國
門
」・「
閭
」・「
龍
門
」
と
、「
門
」

を
表
す
言
葉
が
多
く
見
え
る
。

　
「
龍
門
」
は
、「
楚
の
郢
都
の
門
」
で
東
門
と
み
る
説
と
南
門
と
み

る
説
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
「
龍
門
」
が
故
郷
の
象
徴

で
あ
る
の
に
変
わ
り
は
無
く
、「
顧
龍
門
」
と
は
、
龍
門
の
向
こ
う

に
故
郷
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
故
郷
は
す
で
に
遠
く
隔

た
っ
て
お
り
、
龍
門
も
目
で
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
「
心

嬋
媛
而
傷
懷
兮　

眇
不
知
其
所
蹠
」
と
述
べ
、
よ
り
悲
痛
を
増
し
た

の
を
訴
え
る
。

　

国
を
去
る
際
に
は
、
墓
に
哭
し
て
別
れ
を
告
げ
て
か
ら
行
く
と
い

う
『
禮
記
』
の
記
述
を
「
二
望
の
動
作
と
そ
の
意
義
」
に
挙
げ
た

が
、
同
じ
く
『
禮
記
』
卷
第
四
「
曲
禮
下
」
に
、「
大
夫
・
士
去
國
、

踰
竟
爲
壇
位
、
郷
國
而
哭
。（
大
夫
・
士　

國
を
去
り
、
竟
を
踰
ゆ

る
に
壇
位
を
爲
り
、
國
に
郷
ひ
て
哭
す
）」
と
も
あ
り
、
国
を
去
り
、

そ
の
境
を
越
え
る
際
、国
に
向
か
っ
て
哭
す
と
い
う
記
事
が
見
え
る
。

こ
の
「
踰
竟
」
を
強
く
意
識
さ
れ
る
場
と
し
て
、「
哀
郢
」
で
は
「
門
」

の
語
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

楚
辞
に
は
他
に
も
「
門
」
を
表
す
語
が
散
見
さ
れ
る
。
大
ま
か
に

分
類
す
る
と
、
次
の
様
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　

Ａ　

故
郷
の
象
徴

出
國
門
而
軫
懷
兮
（
九
章
「
哀
郢
」）

發
郢
都
而
去
閭
兮
（
同
）

顧
龍
門
而
不
見
（
同
）

兩
東
門
之
可
蕪
（
同
）

　
　

Ｂ　

神
や
魂
の
出
入
の
場

欲
少
留
此
靈
瑣
兮
（「
離
騷
」）

倚

闔
而
望
予
（
同
）

廣
開
兮
天
門
（
九
歌
「
大
司
命
」）

四
方
之
門
（「
天
問
」）

排

闔
而
望
予
（「
遠
遊
」）

魂
兮
歸
來
入
修
門
些
（「
招
魂
」）

　
　

Ｃ　

祭
祀
の
対
象

建
芳
馨
兮
廡
・
門
（
九
歌
「
湘
夫
人
」）
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Ｄ　

極
限
の
地
を
示
す

絶
垠
乎
寒
門
（「
遠
遊
」）

　
　

Ｅ　

概
念
的
な
門

迷
不
知
寵
之
門
（
九
章
「
惜
誦
」）

此
德
之
門
（「
遠
遊
」）

　

こ
の
よ
う
に
分
類
す
る
と
、
Ａ
「
故
郷
の
象
徴
」
と
し
て
の
用
例

は
、「
哀
郢
」
の
み
と
看
取
さ
れ
る
。
中
国
の
古
代
都
市
は
城
壁
に

よ
っ
て
内
外
と
が
区
切
ら
れ
て
い
た
が
、「
門
」
は
、
そ
の
内
と
外

と
が
接
す
る
場
で
あ
る
。
一
度
門
か
ら
出
で
れ
ば
そ
こ
は
、九
章「
抽

思
」
に
「
牉
獨
處
此
異
域
」
と
あ
る
よ
う
に
「
異
域
」
で
あ
り
、
異

な
る
存
在
と
接
触
す
る
場
と
し
て
意
識
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
故

に
「
神
」
と
の
接
触
も
可
能
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

れ
は
、楚
辞
に
お
け
る
「
門
」
の
用
例
に
Ｂ
「
神
や
魂
の
出
入
の
場
」

と
し
て
の
用
例
が
最
も
多
く
、
更
に
Ｃ
「
祭
祀
の
対
象
」
と
も
さ
れ

る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

　

ま
た
、『
禮
記
』「
月
令
第
六
」
に
も
、
門
が
祭
祀
の
対
象
と
さ
れ

た
記
事
が
見
え
る
。

　
　

 

孟
秋
之
月
。
日
在
翼
。
昏
建
星
中
、
旦
畢
中
。
其
日
庚
辛
。
其

帝
少

。
其
神
蓐
收
。
其
蟲
毛
。
其
音
商
。
律
中
夷
則
。
其
數

九
。
其
味
辛
。
其
臭
腥
。
其
祀
門
。
祭
先
肝
。

孟
秋
の
月
。
日
翼
に
在
り
。
昏
に
建
星
中
し
、
旦
に
畢
中
す
。

其
の
日
は
庚
辛
。
其
の
帝
は
少

。
其
の
神
は
蓐
收
。
其
の
蟲

は
毛
。
其
の
音
は
商
。
律
は
夷
則
に
中
る
。
其
の
數
は
九
。
其

の
味
は
辛
。
其
の
臭
は
腥
。
其
の
祀
は
門
。
祭
は
肝
を
先
に
す
。

　
「
門
」
以
外
に
鬼
神
と
接
し
や
す
い
場
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は

「
山
」
や
「
川
」
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
は
、前
に
「
望
」
の
語
で
「
神
々

を
望
も
う
と
す
る
動
作
」と
し
て
挙
げ
た
例
の
中
で
、「
湘
君
」に「

陽
兮
極
浦
」、「
湘
夫
人
」
に
「
流
水
」、「
河
伯
」
に
「
登
崑
崙
」
な

ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
無
論
、
湘
君
や
湘
夫
人
は
水
神
で

あ
る
た
め
、
川
が
登
場
す
る
の
は
当
然
で
は
あ
ろ
う
。
寧
ろ
、
山
や

川
に
は
神
々
が
棲
ま
う
と
考
え
ら
れ
た
た
め
に
、
そ
う
し
た
存
在
と

接
し
や
す
い
と
考
え
て
問
題
は
無
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
望
」
は
多
く
「
山
川
」
を
表
現
す
る
語
と
共
に

用
い
ら
れ
た
が
、「
顧
」
の
動
作
も
、
山
川
を
表
す
語
と
共
に
用
い

ら
れ
る
。「
離
騷
」
に
は
、「
朝
吾
將
濟
於
白
水
兮　

登

風
而
緤
馬

　

忽
反
顧
以
流
涕
兮　

哀
高
丘
之
無
女（
朝
に
吾
將
に
白
水
を
濟
り
、

風
に
登
り
て
馬
を
緤
が
ん
と
す
。
忽
ち
反
顧
し
て
以
て
流
涕
し
、

高
丘
の
女
無
き
を
哀
し
む
）」、
九
章
「
渉
江
」
に
「
哀
南
夷
之
莫
吾
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二

知
兮　

旦
余
濟
乎
江
・
湘　

乘
鄂
渚
而
反
顧
兮　

欸
秋
冬
之
緒
風（
南

夷
の
吾
を
知
る
莫
き
を
哀
し
み
、
旦
に
余
江
・
湘
を
濟
ら
ん
と
す
。

鄂
渚
に
乘
り
て
反
顧
す
れ
ば
、欸　

秋
冬
の
緒
風
）」、九
章
「
抽
思
」、

「
亂
曰　

長
瀨
湍
流　

泝
江
・
潭
兮　

狂
顧
南
行　

聊
以
娛
心
兮
（
亂

に
曰
は
く
、
長
瀨
湍
流　

江
・
潭
を
泝
り
、
狂
顧
し
て
南
行
し
、
聊

以
て
心
を
娛
た
の
し
ま
し
め
ん
）」
な
ど
と
あ
り
、「
白
水
」・「

風
」・

「
江
」・「
湘
」・「
潭
」
な
ど
み
な
山
や
川
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
そ

の
意
識
は
故
郷
に
あ
る
。
ま
た
、山
で
は
な
い
も
の
の
、高
所
に
あ
っ

て
の
「
顧
」
の
動
作
は
他
に
も
見
え
る
。

　

例
え
ば
、「
離
騷
」
に
、「
忽
反
顧
以
遊
目
兮
、將
往
觀
乎
四
荒
（
忽

ち
反
顧
し
て
以
て
目
を
遊
ば
し
め
、
將
に
往
き
て
四
荒
を
觀
ん
と

す
）」
と
あ
る
。
こ
の
「
反
顧
」
の
対
象
を
、
蔣
天
樞
氏
は
「
反
顧
，

回
望
故
國
（
謂
郢
）（
反
顧
と
は
、
故
国
を
振
り
返
り
望
む
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。）」
と
述
べ
る
。
下
文
に
も
「
陟
陞
皇
之
赫
戲
兮　

忽

臨
睨
夫
舊
郷　

僕
夫
悲
余
馬
懷
兮　

蜷
局
顧
而
不
行
（
皇
の
赫
戲
た

る
に
陟
陞
し
、
忽
ち
夫
の
舊
郷
を
臨
睨
す
。
僕
夫
は
悲
し
み
余
が
馬

は
懷
ひ
、
蜷
局
し
て
顧
み
て
行
か
ず
）」
と
見
え
る
。
よ
く
似
た
句

が
「
遠
遊
」
に
も
あ
り
、「
僕
夫
懷
余
心
悲
兮　

邊
馬
顧
而
不
行
（
僕

夫
は
懷
ひ
余
が
心
は
悲
し
み
、
邊
馬
顧
み
て
行
か
ず
）」
と
い
う
。

逆
に
「
不
顧
」
と
す
る
例
も
九
章
「
渉
江
」
に
存
在
し
、「
世
溷
濁

而
莫
余
知
兮　

吾
方
高
馳
而
不
顧
（
世
溷
濁
し
て
余
を
知
る
莫
し
、

吾
方
に
高
く
馳
せ
て
顧
み
ず
）」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
敢
え
て
顧
み

な
い
こ
と
で
故
郷
へ
の
思
い
を
断
ち
切
ろ
う
と
い
う
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
楚
辞
に
高
所
に
あ
っ
て
の
「
反
顧
」
の
用
例
を
い
く
つ
か

見
て
き
た
。
こ
こ
で
、「
反
顧
」
の
対
象
は
「
故
郷
」
で
あ
り
、
多

く
移
動
の
際
に
見
ら
れ
、
ま
た
、
悲
哀
の
情
と
共
に
語
ら
れ
る
。
そ

れ
も
、
反
顧
の
動
作
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
「
故
郷
」
を
「
反
顧
」
す
る
の
意
で
用
い
ら
れ
た
「
顧
」
は
、

「
門
」・「
川
」・「
山
や
天
な
ど
の
高
所
」
等
の
語
と
と
も
に
詠
じ
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
鬼
神
な
ど
の
存
在
と
接
す
る
場
と
し
て

の
役
割
を
持
つ
語
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
荘
子
』
外
篇
「
天
地
第
十
二
」
に
「
方
且
四
顧
而
物
應
（
方
に

且
に
四
顧
し
て
物
を
應
ぜ
し
め
ん
と
す
）」
と
あ
り
、
市
川
安
司
氏（

４
）

は
「
あ
ち
ら
を
見
、
こ
ち
ら
を
見
て
、
自
分
の
力
を
加
え
、
物
が
そ

れ
に
応
じ
て
動
く
よ
う
に
す
る
」
と
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で

「
四
顧
」
と
は
、
対
象
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
の
呪
力
に
訴
え
、

対
象
に
自
分
の
力
を
加
え
よ
う
と
し
た
動
作
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
「
顧
」
に
は
、
対
象
に
何
ら
か
の
働
き
か
け
を
行
う

目
の
呪
力
が
意
識
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
動
作
の
主

体
の
「
見
よ
う
」
と
す
る
明
確
な
意
志
が
存
在
す
る
。

　

で
は
、か
か
る
意
味
を
持
つ「
顧
」が「
門
」「
川
」「（
山
や
天
な
ど
）

高
所
」
と
い
っ
た
異
域
と
接
す
る
「
竟
」
的
性
格
を
持
つ
場
に
お
い
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楚
辞
に
お
け
る
視
覚
的
動
作
と
そ
の
意
義
に
関
す
る
一
考
察 

三
三

て
行
わ
れ
た
の
に
は
、
い
か
な
る
意
味
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

遊
離
の
中
「
竟
」
に
臨
み
、
異
域
に
接
す
る
こ
と
が
意
識
さ
れ

る
と
共
に
、「
反
顧
」
す
る
こ
と
で
、
強
く
「
故
郷
」
が
意
識
さ
れ

た
だ
ろ
う
。
高
め
ら
れ
た
望
郷
の
思
い
と
と
も
に
故
郷
を
は
る
か
に

顧
み
る
動
作
に
は
、
帰
参
を
願
う
呪
術
的
な
所
作
と
し
て
の
意
味
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
方
で
「
門
」・「
川
」・「
高
所
」

な
ど
の
場
は
、
鬼
神
と
の
交
渉
が
容
易
な
場
と
も
言
え
る
。
故
に
、

己
の
痛
切
な
望
郷
の
思
い
が
神
に
伝
わ
ら
ん
こ
と
を
こ
こ
で
願
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

対
象
に
目
を
向
け
る
動
作
は
、
自
然
、
意
識
を
そ
の
対
象
に
向
け

る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
、「
顧
慮
」や「
顧
念
」の
意
味
で
の「
顧
」

の
用
例
も
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
九
歌
「
東
君
」
の
「
長
太
息
兮
將

上　

心
低
徊
兮
顧
懷
（
長
太
息
し
て
將
に
上
ら
ん
と
す
る
に　

心
低

徊
し
て
顧
み
懷
ふ
）」、「
離
騷
」
の
「
不
顧
難
以
圖
後
兮
（
難
を
顧

み
以
て
後
を
圖
ら
ず
）」・「
前
を
瞻
て
後
を
顧
み
る
（
瞻
前
而
顧
後

兮
）」
な
ど
と
あ
る
の
は
皆
そ
う
で
あ
る
。

　

一
方
の
「
望
」
の
語
と
は
、「
対
象
が
時
間
的
・
空
間
的
に
隔
た

る
た
め
、
或
い
は
、
神
霊
な
ど
通
常
で
は
不
可
視
で
あ
る
た
め
、
視

認
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
を
見
よ
う
と
す
る
」
際
の
動
作
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
楚
辞
に
お
け
る
「
顧
」
が
「
故
郷
」
な
ど
遠
く

隔
た
る
対
象
を
見
よ
う
と
す
る
動
作
で
あ
る
の
と
共
通
す
る
。

　
「
顧
」
と
「
望
」
の
根
本
た
る
相
違
点
は
、
そ
の
「
方
向
性
」
に

あ
る
だ
ろ
う
。
基
本
的
に
「
顧
」
は
、
己
の
体
の
向
き
と
、
意
識
の

向
く
方
向
が
逆
で
あ
る
。
思
い
は
後
に
残
し
な
が
ら
、
体
は
前
を
向

く
。
心
と
身
と
が
乖
離
し
た
状
態
で
あ
る
。
こ
の
心
と
身
の
ば
ら
け

た
状
態
こ
そ
が
、「
顧
」の
語
の
悲
痛
を
生
む
要
因
と
言
え
よ
う
。「
楚

辞
」
に
お
い
て
「
反
顧
」
を
中
心
と
す
る
「
顧
」
の
語
が
詩
中
の
重

要
な
局
面
に
置
か
れ
る
の
は
そ
れ
故
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
結
言

　

楚
辞
に
お
け
る
「
望
」
の
語
は
大
き
く
「
遠
望
」
と
「
願
望
」
の

意
味
で
用
い
ら
れ
る
。「
遠
望
」の
意
で
の「
望
」の
動
作
は
、空
間
的
・

時
間
的
な
隔
た
り
や
、
神
霊
な
ど
、
通
常
で
は
不
可
視
の
存
在
を
望

み
見
よ
う
と
す
る
動
作
で
あ
る
。
楚
辞
に
お
い
て
は
、
特
に
神
霊
な

ど
、現
実
に
は
不
可
視
の
存
在
を
望
む
動
作
と
し
て
の
用
例
が
多
く
、

宗
教
儀
礼
や
呪
術
的
な
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
文
辞
を
そ
の
淵
源
と
す

る
楚
辞
を
特
徴
付
け
る
例
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
望
」
の
動
作
は
、
し
ば
し
ば
悲
哀
と
共
に
語
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
心
に
深
く
思
い
描
く
対
象
へ
の
痛
切
な
思
い
と
、
望
め
ど

も
結
局
見
る
こ
と
の
叶
わ
ぬ
事
実
に
直
面
し
た
時
の
深
い
悲
哀
で
あ

る
。
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四

　

一
方
、「
顧
」
の
動
作
は
、
視
覚
的
動
作
の
「
反
顧
」
と
心
理
的

動
作
の
「
顧
慮
」
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
ま
た
、「
反
顧
」
の
意

で
の
「
顧
」
の
動
作
は
、
移
動
の
際
に
見
え
、
視
線
の
対
象
は
多
く

「
故
郷
」
で
あ
り
、
悲
哀
を
深
め
る
場
面
で
登
場
す
る
。

　
「
望
」
と
「
顧
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
何
か
し
ら
の
理
由
に
よ
り
「
不

可
視
の
存
在
を
見
よ
う
と
す
る
」
動
作
で
あ
り
、
多
く
悲
哀
を
吐
露

す
る
場
面
に
用
い
ら
れ
る
点
に
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。

　

両
者
は
、
そ
の
方
向
性
に
お
い
て
逆
で
あ
り
、「
顧
」
に
お
い
て
、

身
体
は
前
方
を
向
き
な
が
ら
心
は
後
方
へ
思
い
を
残
す
形
を
取
る
の

に
対
し
、「
望
」
に
お
け
る
身
心
の
方
向
は
一
先
ず
一
致
す
る
。
こ

の
精
神
と
身
体
の
方
向
性
の
相
違
が
、「
顧
」
の
「
悲
痛
」
を
生
み

出
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
の
主
た
る
目
的
は
文
学
作
品
に
お
け
る
言
語
表
現
の
意
味
の

深
化
に
在
り
、
民
俗
研
究
を
そ
の
主
た
る
目
的
と
は
し
て
い
な
い
。

た
だ
し
、宗
教
的
あ
る
い
は
呪
術
的
な
”型“
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、

民
俗
学
的
成
果
も
無
視
は
で
き
な
い
。
故
に
、
本
来
な
ら
ば
、
解
釈

に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
民
俗
学
の
成
果
も
援
用
し
つ
つ
行

う
べ
き
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
今
回
扱
わ
な
か
っ
た
視
覚
的
動
作
に
つ

い
て
も
今
後
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題

と
し
、
一
先
ず
筆
を
措
く
こ
と
と
す
る
。

注（
１
） 　
「
邪
視
」
研
究
に
つ
い
て
の
集
大
成
と
し
て
は
、『
邪
視
』（
Ｆ
．
Ｔ
．
エ

ル
ワ
ー
ジ
著
・
奥
西
俊
介
訳
／
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
／
一
九
九
二
年
七
月
七
日

初
版
）
が
あ
る
。
ま
た
、中
国
の
「
邪
視
」
に
関
す
る
論
稿
と
し
て
は
、「
支

那
に
於
け
る
「
邪
視
」
の
俗
信
に
就
い
て
」（
石
田
幹
之
助
／
『
東
亜
文
化

叢
考
』
所
収
／
東
洋
文
庫
／
一
九
七
三
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、同
書
所
収
「
饕

餮
紋
の
原
義
に
就
い
て
」
に
お
い
て
、青
銅
器
等
に
用
い
ら
れ
る
「
饕
餮
紋
」

が
「
邪
視
に
対
す
る
魔
除
け
」
で
あ
る
と
す
る
。
ま
藤
野
岩
友
博
士
も
『
増

補
巫
系
文
学
論
』（
大
学
書
房
／
昭
和
四
十
四
年
一
月
二
十
日
）
に
お
い
て
、

『
儀
礼
』
の
「
士
喪
礼
」
中
に
記
載
さ
れ
る
死
者
の
顔
を
覆
う
布
（
幎
目
）
が
、

「
死
者
の
邪
視
を
避
け
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
２
） 　
『
屈
原
集
校
注
』
に
は
「
白

兮
騁
望
」
に
作
る
。
校
記
に
、「
洪
興
祖

引
一
本
「
白
」
上
有
「
登
」
字
、朱
注
本
・
文
選
六
臣
本
・
胡
刻
本
皆
有
「
登
」

字
。
按
有
「
登
」
句
意
較
爲
通
暢
、
當
據
一
本
補
。（
洪
興
祖
一
本
「
白
」

の
上
に
「
登
」
字
有
る
を
引
き
、
朱
注
本
・
文
選
六
臣
本
・
胡
刻
本
皆
「
登
」

字
有
り
。
按
ず
る
に
「
登
」
有
る
の
句
意　

較
ぶ
る
に
通
暢
と
爲
す
、
當

に
一
本
に
據
り
て
補
ふ
べ
し
）」
と
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
従
っ
て
改
め
た
。

（
３
） 　
『
十
三
經
注
疏
』（
藝
文
印
書
館
／
中
華
民
国
一
〇
二
年
三
月
初
版
第

十
七
刷
／
八
一
〇
頁
）

（
４
） 　
『
荘
子
』（
新
釋
漢
文
大
系
／
明
治
書
院
／
昭
和
四
十
二
年
八
月
三
十
日

再
版
）

﹇
キ
ー
ワ
ー
ド
﹈　

屈
原
、
顧
、
望
、
邪
視
、
詩
経
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